
事例2：道後地区における歩行者空間整備

整偏期間：平成14~21年度
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り松山市における歩行者空間整備の事例 事例2：道後地区における歩行者空問整り
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ヱ松山市における歩行者空問整備の事例 事例2：道後地区における歩行者空問整lII 2-2-3整傭緩（飛鳥乃湯泉前）

〇電線類地中化整備

0 ファサード整備

0 周辺道路景観整備等
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